イン ボリ ュー ショ ン ( 内 挫 ) 一 一 何 を な すべ きか ? 


誰 瞳 2021/11/7 ( 無 國 界 社 運 プ BORDERLESS MOVEMENT 掲載 https://bit.ly/3ozIsvY ) 





2020 年 、 あ まり 興味 を も た れ な い 人 類 学 の 学術 用 語 で ある 「 イ ン ボ リュ ーション 」 (内 挫 三 内 側 
に 向かう 競争 ) が 笑 如 と し て 流行 語 に な っ た 


©⑤③ い か に 議論 すべ きか 


人 類 学 的 な 概念 で ある 「 イ ン ボ リュ ーション 」 と は 、 停滞 し た 社会 の 中 で 、 既成 の 文化 、 技術 、 
政治 、 制 度 、 組 織 な ど が 常に 複製 され 、 定着 し 、 複雑 化し て いく こと を 指す 。 
つっ イー スタ ー 烏 、 縄文 人 と 弥生 人 、 江戸 時 代 の 鎖国 、 近年 の 「 ガ ラバ パゴス 化 」 な ど ? 


ある 家 の 台 所 に は 包丁 と まな 板 し か な く 、 涼 菜 ( 火 を 使わ な い 中 華 風 オー ド 
ブル ) し か 作れ な か っ た と する 。 様々 な 条件 に よっ て この 涼 菜 を 食べ る こと 
が 、 こ の 家 の ル ー ル に な っ た 。 炊飯 器 や 鍋 、 オー ブン 、 レン ジ な ど を 買う 代 
わり に 、 大 根 や ニン ジン に 清明 上 河 図 (北宋 の 都 、 開封 の 賑わい を 描い た 
絵巻 ) を 彫る 芸術 的 調理 作業 に 没頭 し た 結果 、 お隣 の 家 で は キッ チン の 調 
理 器具 を 完備 し て 満 漢 全 席 を つく っ て いる の に 、 その 家 で は まだ (彫刻 が 
掘ら れ た ) 大 根 の 涼 菜 だ け を 食べ て いた ・…・。 








中 国 イ ン ボ リュ ーション の 4 つの 例 


例 1 社内 に 明文 化 さ れ た ルー ル は な い が 、 実際 に は 誰 も が 996[ 朝 
9 時 か ら 夜 9 時 まで 6 日 間 の 過酷 労働 ] こ 自発 的 に 條 っ て いる 。 まっ た く イ ン 
ボリ ュー ショ ン と いう ほか な い ! 





例 2 五 人 の 博士 号 取得 者 が 、 町 内 の 雑務 スタ ッ フ [街道 銚 事 虎 中 
国 都市 部 の 未 端 行政 組織 ] 募 集 に 応募 し て きた 。 まっ た く イ ン ボ リュ ーション と いう ほか な い ! 


例 3 私 の 友人 は 、 娘 が 進学 高校 に 合格 する た め に 、 年 間 5 万 元 も の 塾 費用 を 払っ て いる が 、 
E マ の) て クリ ビュ ニン クニ アク /c 提 


例 4 今回 の オー ダー の 見 積もり は 100 万 元 だ が 、 その うち 利益 は 5 万 元 し か な い 。 他社 は 
96 万 元 で の 見 積もり を 出し て いる と いう (利益 は 1 万 元 )。 な ん て イン ボリ ュー ショ ン な ん た ! 


これ ら の 4 つの 例 は 、 ニン ジン や 大 根 の 彫刻 と 同じ よう な 現象 を 示し て いる 。 投資 額 は 巨大 で 
も 見 返り が ご くわ ず か だ と いう こと だ 。 彫刻 され た 大 根 は 、 通常 の 千切り ダイ コン に 比べ て 口 当 
た り が いい わけ で も を 、 栄養 価 が 高い わけ で も な い 。 





し か し 社会 全体 の 停 洋 を 伴う イン ボリ ュー ショ ン と は 異な り ・ 


現在 、 中 国 社会 全体 が 停滞 し て いな いこ と は 明らか だ 。 中 国 経済 は 40 年 間 の 高度 成長 を 経 
験 し 、 その間 に 中 国 の 資本 は 海外 に 流出 し 、 国力 は 大 きく 成長 し た 。 上 記 の 例 1 で は 、 8 時 間 
労働 か ら 996 の 労働 時 間 へ の 変化 は 、 進歩 、 退 歩 、 停滞 と 異な る 解釈 が 可能 だ 。 996 は 、 中 
国 の イン ター ネッ ト 巨 人 の 形成 と 中 国 資本 全体 の 強化 を 助け 、 国際 的 な 競争 力 を 高め て いる 
が 、 こ れ を 大 資本 は 進歩 と 見 な し て いる 。 


資本 家 と 政治 的 支配 者 は 、 イン ボリ ュー ショ ン に お ける 競争 相手 で は な く 、 むし ろ レ ー ス の 主催 
者 で あり 、 ルー ル の 設計 者 で ある こと に 注意 する 必要 が ある 。 つま り 、 現在 の イン ボリ ュー ショ 
ン の 状況 は 、 必ず し も 社会 全体 の 投資 収益 比率 を 下げ て いる わけ で は な く 、 特定 の グル ー 





プ の 発展 を 阻害 し て いる に 過ぎ な い 








上 記 の 例 3( 高 い 塾 代 ) で は 、 教育 へ の 投資 収益 
率 の 低下 は 、 すべ て の 参加 者 の 負担 を 増加 させ る だ 
け で な く 、 一 部 の 参加 者 の 競争 力 を 直接 的 に 奪う こ 
と に な っ た 。 





高等 教育 に な れ ば な る ほど 、 農村 部 出身 の 生徒 の 
割合 は 低く な る [2]。 


「 農 村 教 育 ア クシ ョ ンプ ラン 」 で は 、 貧し い 農 村 地 域 
の 学生 の 就学 状況 に 関す る 大 規模 な 調査 を 8 回 実 
人 約 25, 4 - 全 し た 和信 は 部 人生 で 


ん だ っ た 。 だ か ら こ そ 、 [辺境 出身 の 君子 同 う 
が だ ん だ ん な く な っ て き て いる の だ 。 


[※ 図 の 説明 : 都 市 と 農村 に お ける 大 学 受験 、 全日 
制 大 学生 (単科 大 学 含む ) 、 全日 制 本 科大 学生 、 
221 重点 大 学 、 985 プロ グラ ム 重 点 (39 校 ) 大 学 、 清 
華 ・ 北 京 大 学 の 割合 ] 














SNS で 勉学 に 励む 自分 の 感動 的 な スト ー リ 
ー を 投稿 し て いた 趙 思 雨 は 、 そ の 後 、 じ つ 
は 父親 が 650 万 米ドル を 投じ て 彼女 を アメ 
リカ の スタ ン フ ォ ー ド 大 学 に 入学 させ た と 報 
じ ら れ た 


例 4( 企 業 の 値下げ 競争 ) は 、 資本 家 同 士 
の イン ボリ ュー ショ ン の 例 だ が 、 資本 家 は 失 
われ た 利益 を 補う た め に 、 賃金 カッ ト 、 従業 
員 の 解雇 、 無給 の 残業 、 休憩 時 間 の 短縮 な ど 、 よ り 力 の 弱い 労働 者 に イン ボリ ュー ショ ン の コス 
ト を 転嫁 する 傾向 が ある 。 





「 イ ン ボ リュ ーション 」 の 特徴 

(1) ある 階層 の 社会 参加 は 、 より 多く の 時 間 、 エネ ルギー、 労働 力 、 資本 、 また は 資源 を 投入 
する 必要 が ある が 、 収益 と 投入 の 比率 は ます ます 小さ く な っ て いる 

(②) 参加 者 全体 の 発展 が 妨げ られ 固定 化 さ れ て し まう 

(3 カカ の な い 参 加 者 で あれ ば ある ほど 、 排除 され る 可能 性 が 大 きく な る 





〇 © 弱者 の 「 バ トル ・ ロ ワイ ヤル 」 


何 が イン ボリ ュー ショ ン を 引き 起こ し て いる の か ?・…「 希少 価値 」 の 存在 


一 等 地 の 住宅 、 質 の 高い 医療 、 限定 品 、 
良い 結婚 相手 、 汚染 され て いな い 水 、 航 
に と た 3 クア ルー ョ ント シン ル ンク 】 [3 ムシ さ う xr 
いる レス トラ ン の 予約 、 中 央 委員 会 の 常 
任 委員 会 の 席 、 フ カ ヒ レ や セン ザン コ 
ツウ ・…‥ と 、 た くさ ん ある よう に 見 える が 、 手 
こ 入 れる 際 に すべ て 血みどろ の 戦い が 必 
要 に な る わけ で は な い 。 








人 為 的 な 希少 価値 
同じ コス ト と 価値 の 玩具 で も 、 メー カー が 意図 的 に 生産 スケ ジュ ー ル を 遅らせ た だ け で 「 希 少 品 」 
と な り 、 高額 な 投機 の 対象 と な る 。 





映画 「 バ トル ・ ロ ワイ ヤル 」 (2000 年 ) の 舞台 は 、 経済 
破綻 し 、 失業 率 が 急上昇 し 、 少年 犯罪 が 増加 | 
nt ジャ ー に 対す る 恐怖 心から 大 人 た 
5、 毎年 高校 の 中 か ら 一 クラ ス を 選ん で 殺 才 ゲ 
A 学生 た ち に 導 
し 合い を させ る この ゲー ム の 最大 の ルー ル は 、「3 日 
後に 複数 の 人 が 生き 残っ て いた ら 、 全員 が 付け て 
いる 自爆 用 の 首輪 が 爆発 し て 死ぬ 」 と いう も の だ 。 
この よう な ルー ル は 、 生存 の 可能 性 と いう 発 極 の 希 
少 価値 を 生み 出す こと か ら 、 学生 が ゲー ム の 参加 
を 拒否 で a な る 。 6 RE 
で NAS ! 


31 省 傍 高 中 尺 取 率 排 行 棒 


FF 


33223339323232233333233332322233322332233323332332332939353) EER 
22222222222222222272722222222222222222222222222222222222222) 5 
222222222222222222222222222222222222222202 ED 
2925)2)225255)552252))252))22))25))5)))) G 計 2 
222222222222222222222222722222222222222222222222227722722277 GEE 
933322322333333323333333333223333333333333333333332333932393y GEES 
222222272222227222722222222222227272222227222222222272227 EES 
922222222229222222232222222322222222222222222222222222222) GEES 
99222332233323333329233223322339333223222232333333332)3) TEES 
2222222222222222222222222222222222222222222227222222227) EE 
222222222222222222222222222222222 の 222222 公 50.15% 】 
222222222222222222222222222222222222222222222222222222 GED 
222222222222222222222222222222222222222227 EE 
2222222222222222 の 222222222 の 22222222222222222 軸 58.8956 】 
22222222222222222222222222222222222222222272222222) ED 
22222220222270222202222220222222222222222) Gy 
2222222222222222222222222222222222222222222222) EREES 
222222222222222222222222222222222222222)2222227)2| ED 
の 2 の 22222222222 の 2222222222222222222222222222 負 57.7 3% 】 
222222222222222222222222222222222222222222222222222) GEES 
92222202222220722220222222002222002222))22) ZZ 
22222222202222222222222222222222 の の の 22 見 57.41% ) 
22222222222222222222222 の 222222222222272): GEES 
2 の 2 の の の の の の 2 の 2222222222222222 の 222 明 554226 
222227222222722222222227277222222222222222222272222) ES 
22222222222022222222222222)2)222)2)))) EEE 
222222222222222222222222222)222222222222222 股 55.6356 】 
272272222222222272227222722222222222222277227727 ES 
5220222522202202220222)22222))))>) PPE 
2222222222222222222222722222222222222222 i 4 


EL EE EEE Ek 


ュー 
= 


が J 


高校 へ の 入学 率 を 意図 的 に コン トロ ー ル し て お り 
(左記 の 図 参照 [6]) 、 高校 教育 の 資格 は 希少 な も | 
の と な っ て いる 。 


眉 帳 避 和 骸 党 汰 妖 負 民 半周 額 王 因 
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2019 年 、 中 国 の 中 等 職業 学校 に 入学 し た 学生 は 603 万 7.000 人 で 、 高校 の 総 入学 者 数 の 
41.70% を 占め て いる 一 つま り 中 学卒 業 し て 4 割 は 職業 訓練 校 に 入る 。 
若年 層 の 労働 市 場 へ の 参入 を 可能 に し 、 特定 の 産業 で の 労働 力 不足 を 補う こと が で きる 


江蘇 師範 大 学 の 杜 連 森 


「 熟 練 工 が 単純 労働 に と っ て か わら れ 、 
工業 企業 は 労働 者 の 飼い な ら さ れ た 個 
人 的 資質 を 重視 し 、 技能 教育 の 価値 が 
弱まり 、 職業 学校 の 教育 過程 で は 実際 
の 内 容 よ り も 規律 や 管理 が 重視 され 、 
内 容 の 空洞 化 が 進み 、 職業 学校 の 教 
育 環境 が 悪化 し た 。 」 


負 し い 家 庭 の 生徒 は 、 どん な に 努力 し 
て も る 、 高額 な 授業 料 の 塾 に 通う 同級 生 
こ は か な わな い 。 これ は 、 イン ボリ ュー 
ショ ン の スパ イラ ル の 典型 的 な 例 だ 。 

っ 社会 的 ダー ウィ ニズム 








⑨⑤ 制 御 不能 


これ まで 述べ て きた よう に 、 イン ボリ ュー ショ ン は 冨 の 獲得 、 階級 の 固定 化 、 社会 的 統制 を 目的 
と し て 人 人 為 的 に 作り 出す こと が で きる 。 し か し 、 すべ て の イン ボリ ュー ショ ン が デザ イン され で て で い 
る わけ で は な く 、 人 為 的 イン ボリ ュー ショ ン は 設計 者 の 手 に 負え を な いこ と が 多い 。 
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一 般 的 に は 住宅 は 希少 で は な い が 、 政府 と ご 
開発 業者 が 協力 し て 高い 住宅 価格 を 作り 、 維 |-- 
持 す る こと で 、 一 般 の 人 々 に と っ て 住宅 所 有 =- コ 上 前 | 
が 希少 価値 に な っ て いる 。 ・・ そ の 過程 で 生 ニー 時 上 | 
み 出 され た 巨大 企業 や 不動 産 ・ 金 融 バ ブル 日 | | 
は 、 中 国 社会 に 危機 の 種 を 搬 き 散ら し 、 最 近 日 | 
の 恒 大 不動 産 バ ブル の クラ ッシュ は その 苦い ニニ | に 
結果 の 一 つと な っ た 。 さら に 搾取 する た め に イ ーー "ご 

ン ボ リュ ーション を 操作 し た 結果 、 それ が 裏目 
に 出 て し まう と いう 興味 深い 事態 を まもなく 目 
の 当たり に する こと が で きる か も し れ な い 。 








景気 が 悪く な る と 、 失業 率 の 上 昇 は 政府 に と っ て 好ま し く な い イ ン ボ リュ ーション の 要因 と な る 。 
中 国政 府 が 発表 し た 最新 の 全国 都市 調査 失業 率 は 5.1% (2021 年 7 月 ) で 、 2020 年 の 年 平 
均 5.6% か ら 低 下 し て いる 。 し か し 、 実際 の 雇用 状況 を より よく 反映 し て いる の は 、 中 国 の フレ 
キシ ブル 雇用 者 数 が 約 2 億 人 に 達し て いる と いう 事実 で ある 。 


中 国 に お ける 柔軟 な 雇用 の 発展 に 関す る 報告 書 (2021 年 、 中 国人 民 大 学 労働 人 事 学院 ) 
2020 年 に フレ キシ ブル 雇用 を 利用 し て いる 中 国 企業 の 割合 は 、 2019 年 に 比べ て 約 11% 増 
加 し て 約 ) 55.7% と な り 、 約 30% の 企業 が 柔軟 な 雇用 の 規模 を 安定 また は 拡大 させ る 意向 。 


企業 内 の イン ボリ ュー ショ ン に は 限界 が あり 、 こ 
の 悪循環 に 陥る と 、 需要 を 減ら し て 高 収入 の 
仕事 へ の 依存 を 断つ と いう 別 の 選択 肢 を 選ぶ 
人 も 出 て くる 。 これ が 「 寝 そ べ り ( 稲 平 プ タン ピ ビ 
ン )」 と 呼ば れる 現象 で ある 。 


*… 現 在 の 政権 が イン ボリ ュー ショ ン の 問題 を 
解決 し て くれ る と は 到 辰 思え な い ・・・ し か し 、 
「 緑 そ べり ]」 は ベス ト な 答え な の だ ろう か ? 








⑨ 誰 も が 「 緑 そ べ れる 」 わ け で は な い 


「 三 和 の 神 」 は 「 緑 そ べ り 」 の 象徴 だ と いう 説 も ある が 、 周り 
か ら 差 別 され 尊厳 が な く 、 健康 的 に も 厳し い 状 況 の ライ フ 
スタ イル を 、 多く の 人 が マネ する と は 思え な い 。 





さあ / 計 あま りり [27E yh ンク 1 ト リピ ミニ ウン 2 ニア 2) 
・ 月 給 5 千 元 だ が 週休 二 日 で 8 時 間 勤 務 の 仕事 ( 寝 そ べ り ) 


し か し 「 寝 そ べ る 」 と いう の は 、 ある 意味 で は 次 沢 な こと と も 言え る 。 …・ 親 が 毎日 10 時 間 以 上 
働か な けれ ば な ら な い 工 場 労働 者 だ っ た り 、 子ども が 農村 の 留守 児童 [出稼 ぎの 親 と 離れ て 農村 で 暮 ら 
す 了 ども ] だ つっ た りす る と 、 この よう な 「 弱 そ べり 」 式 の 教育 を 実践 する の は 「 パ ン が な けれ ば ケー キ 
を 食べ ろ 」 と 言っ て いる の に 等 し い だ ろ 2。 中 卒 で 週休 二 日 8 時 間 労 働 だ け で 生活 に 足る 賃金 
を 稼ぐ の は 難し いし 、 子育て や 介護 の 負担 の ある 労働 者 が 、 給料 は 安い が 比較 的 楽 な 仕事 を 
選ぶ こと る 、 無理 な 話 な の で ある 。 








SNS で は た くさ ん の 人 が 「 角 そ べり 」 を 主張 し な が ら も 、 実際 に は 「 外 そ べり 」 を し て いる 人 は 一 
握り し か いな い 


家庭 内 の 女性 は 、 主流 の 価値 観 か ら 、 多く の 無給 労働 を 求め られ 、 (例え ば 、 結婚 し な い 、 子 
ども を 産ま な いな どの ) 「 寝 そ べ り 」 を 選択 する と 、 より 多く の 社会 的 圧力 や 不当 な 批判 に さら さ 


将来 に 対す る 不安 も あり 、 多く の 人 が 現在 に 満足 する こと を 恐れ 、 将来 の た め の 貯 蓄 を 増 や 
す た め に 努力 し な けれ ば な ら な い 。 た と え 、 結婚 し な く て も 、 子ども を 産ま な く て も 、 家 を 買わ な 
く て も 、 老後 の 生活 や 医療 費 の 心配 を し な けれ ば な ら な いか ら だ 。 


政策 に よっ て どん どん と 「 寝 そ べ り 」 が で きる 範囲 が 狭め られ て いる こと だ 。 た と えば 、 離婚 時 の 
冷却 期間 の 導入 、 子ども 3 人 の 半 励 、 定年 の 延長 、 年 金 の 最低 拠出 年 月 の 引き 上 げ な ど だ 。 





©o「 夜 逃げ 学 」 
中 国 で は 古く か ら 、 戦乱 、 役 鯉 、 疫病 、 貧困 、 重税 な どか ら 逃 れる た め に 人 々 は 各地 を 転々 と し て きた 。 


現在 の 中 国 で も 、 内 陸 部 か ら 治 岸部 へ 、 農村 か ら 都 市 へ と 大 移動 が 続い て いる 。 し か し 、 この よう な 国内 
の 大 移動 は 、 イン ボリ ュー ショ ン か ら の 人 逃避 と いう 意味 に お いて は それ ほど 意義 ある も の で は な い 。 | 田舎 
の 秀才 」 が 教育 イン ボリ ュー ショ ン (受験 競争 ) を 生き 抜い て 、 北京 や 広州 で 就職 で きた と し て も 、 だ いた 
い は その まま スト レー ト に 雇用 イン ボリ ュー ショ ン に 人 巻き 込ま れる こと に な る 。 





2020 年 まで に 、 中 国 は 1070 万 人 も の 移民 を 送り 出す 世界 第 3 位 の 移民 大 国 と いう 「 栄 誰 」 を 頂い て い 
る 。 お そら く イ ン ボ リュ ーション が 一 役 か っ て いる の だ ろう 。 


少し 前 の 時 期 、 中 国 移 民 の 多く は 「 利 益 追 求 型 ] だ っ た 。 それ は 先進 国 で の 、 より 良い 教育 、 より 高い 給 
料 、 より きれ いな 空気 、 より 豊か な 権利 な ど を 求め る も の だ っ た 。 だ が 現在 は 、 「 危険 回 避 」 が 重要 な 理由 
と な っ て いる 。 イン ボリ ュー ショ ン 、 政治 的 迫害 、 「 共同 富裕 」 の 強制 、 そし て より 予測 可能 な 大 混乱 か ら の 
逃避 の た めで ある 。 

その た め 、 最近 で は | 夜逃げ 学 」 (原文 : 忠 路 鼻 ) と いろ 言葉 が 流行 っ て いる 。 も と も と は 、 不 名 蒼 な 逃亡 を 
意味 する 軽 農 的 な 意味 で 使わ れ て いた 。 し か し 現在 で は 、 合法 的 な 留学 や 就労 か ら 、 密入国 や 不法 滞 
在 に 至る まで 、 あら ゆる 移民 の 手段 が 、 威厳 の ある な し に か か わら ず 、「 夜 逃げ 学 」 と 言わ れ て いる 。 





⑨「 団 結 は チカ ラ 」 ? 


イン ボリ ュー ショ ン を 忌み 嫌う 人 は 多い が 、 な ぜ 一 
緒 に な っ て 抵抗 で き な い の だ ろう か ・・ ス トラ イキ 、 
a 集会 、 団体 の 結成 な ど は 新しい こと で は な 

… 今 は 、 組織 を つく る と いう だ け で 、 騒乱 挑発 
吉本 に 「 





「 外 送 騎士 隊 盟 」 (デリ バリ ー ラ イダ ー 連 盟 ) を 発起 し た 隙 国 江 き ん は 、 2020 年 6 月 に 、 SNS で バイ ク 便 人 労 
働 者 の グル ー プ チャ ッ ト を 11 グ ルー プ つ くっ て 、 フレ ンド (参加 者 ) は 1 万 4000 人 を 超え た 。 待ち 時 間 を 
利用 し て 他 の 配達 ライ ダー の 労働 問題 の 相談 に 乗っ た り 、 実際 に 解決 の た め に 動く 。 

2019 年 10 月 、 運営 会 社 と の あい だ の 争い を 解決 する た め に 、 注文 を サボ ター ジュ する こと を 配達 員 に 
呼び か け 、 警察 に 26 日 間 拘 束 さ れ た 。 

2021 年 2 月 18 日 、「 伴 了 歴 | (| お 腹 す いた ?」) と いう フー ド ・ デ リバ リー が 春節 期間 に 配達 員 を 確保 す 
る た め に 特別 ボー ナス の 支給 を 約束 し た が 、 それ が 詐欺 まがい の 契約 で ある こと を 、 彼 が SNS で 暴露 し 
た 。 する と 2021 年 2 月 25 日 、 北京 警察 が 彼 を 連行 し 、 4 月 2 日 に 「 騒 動 挑発 罪 」 の 容疑 で 正式 に 逮 捕 
され た 。 

春節 前 の 映像 https://www.youtube.com/watch?yrY7QSwMiGLQ&t=12s 








「 正 主 」 の 陳 国 江 さ ん の よう に 、 果敢 に 組織 化 を 実践 する こと は 菩 意 に 値する 。 し か し 大 多数 が 
抵抗 の 声 を 上 げ な い 事 も また 理解 で きる 。 と は いえ 、 運命 の 為す が まま で いい だ と か 、 「 女 そ べ 
り 」 や 夜逃げ 学 と いっ た 個人 的 解決 し か 方 法 が な いわ け で は な い 。 


長期 的 な 展望 を 持ち な が ら 、 あま り 目 立た な い 形 で の 組織 化 の 余地 は まだ な いわ け で は な い 。 
例え ば 、 短期 的 に 行動 を 起こ そう と する の で は な く 、 地道 に 人 々 の 信頼 を あつ め な が ら 、 イン 
ボリ ュー ショ ン の 人 危険 を 説き つつ 、 誰 も が より 良く 、 より 合理 的 な 生活 を 送る 権利 が ある 伝え る こ 
と は 可能 だ ろう 。 これ は 確か に 非 効率 的 な 団結 形態 で は ある が 、 この よう な 時 代 に は 必須 の や 
り 方 で も ある 。 


〇 ⑥ 〇 イン ボリ ュー ショ ン が イン ボリ ュー ショ ン の 破滅 を 早め る か ? 
| 加速 主義 」・… 恐 慌 待 望 論 
加速 論者 は 、 イン ボリ ュー ショ ン と 戦う より も 、 傍 鶴 し て シス テム 全体 が 過剰 な イン ボリ ュー ショ ン 


で 崩壊 する の を 待ち も 、 それ か ら イ ン ボ リュ ーション の な い 新 し い 世 界 を 再 構築 し た ほう が よい と 
考え る 。 





単独 で 、 ある い は ある 分 野 で の イン ボリ ュー ショ ン だ け に 取り 組む こと は ほとん ど 不 可能 で ある 。 


政府 が 琉 産 業 を 短期 の うち に 廃止 する 理由 は 、 教育 イン ボリ ュー ショ ン を 解決 し た いか ら ・…・ 
その 理由 は 、 まず 第 一 に 、 この 種 の イン ボリ ュー ショ ン が ガバ ナン ス に 悪影響 を 及ぼ す と 考え て 
いる か ら だ 。 教育 費 が か か りす ぎる と 、 子ども を 産む 意欲 が な く な り 、 世代 間 の 人 口 断絶 が 悪 
化す る 。 塾 産業 は 試験 の テク ニッ ク を 教え る だ け で 、 大 学生 の 質 そ の も の を 飛躍 的 に 向上 さ 
せる わけ で は な い ・…・ 


教育 産業 を 廃止 し て も 問題 は 解決 し な い 。・・ 塾 が な けれ ば 家庭 教師 を 雇っ た り 、 学校 に 有 
料 の 補修 時 間 を 増やす よう 要求 し た り 、 さら に は 親 が 自分 で 家庭 教師 を する ・・ 


教育 イン ボリ ュー ショ ン を 真 に 解決 する た め に は 、 高校 ・ 大 学 の 定員 増 、 職業 教育 の レベ ル ア 
ッ プ 、 ブル ー カ ラー 労働 者 の 社会 的 地位 と 労働 条件 の 改善 、 すべ て の 労働 者 へ の 公正 な 賃 
金 と 社会 保障 の 提供 、 マイ ノリ ティ ・ グ ルー プ へ の 無償 の 課外 指導 の 拡大 、 多様 な 教育 シレ ステ 
ム の 確立 な ど 、 体系 的 な 社会 プロ ジェ クト が 必要 と な る 。 





この プロ ジェ クト の 実施 に は 、 財政 投資 、 新法 、 新制 度 、 市 民 社 会 の 参加 、 外国 の 経験 か ら の 
学習 な ど が 必要 に な る 。 し か し 、 社会 の 大 多数 が 財政 に 関与 する 権利 も 、 議員 を 選出 する 権 
利 も 、 結社 の 権利 も な い の で あれ ば 、 こ れ ら は すべ て 愚か 者 の 愛 物 語 で し か な い 。 


より 建設 的 な 議論 と は 、 自分 た ち が 直 面 し て いる ジレ ンマ が 、 この 国家 の シス テム の 問題 に 根 
さして お り 、 根本 的 な 変化 が な けれ ば 、 個人 が 新た な ジレ ンマ に 陥り 続け る と いう こと を 、 より 
多く の 人 間 に 認 識 し て も ら う こと で は な い だ ろ うか 。 この よう な 変化 は 天 か ら 降 っ て くる わけ で は 
な く 、 既定 の 台本 が ある わけ で も な く 、 すべ て の 構成 員 の 参画 が 結果 に 影響 する 。 必ず し も 変 
化 を 導く ヒー ロー に な る 必要 は な い が 、 少な く と も 、 自ら すす ん で 変革 を 妨げ る 悪党 の 共犯 者 
こ な っ て は な ら な い 。 





